
              

        
        
        
        
スマートメーターの最近の動向について 
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＜検討の背景＞ 
V エネルギー基本計画における目標「費用対効果等を十分考慮しつつ、2020年代の可能な限り早い時期に、原則全て
の需要家にスマートメーターの導入」 

V 省エネ･低炭素社会の実現のため、需要家が自らのエネルギー情報を把握、利用し、各々の行動変化を促す必要 
V エネルギー使用情報を活用した新しいサービスの創出による国民の生活の質の向上、関連産業創出による経済活性化 

（参考）スマートメーター制度検討会 報告書概要 
平成23年2月 

資源エネルギー庁 電力・ガス事業部 

＜スマートメーターの要件及び情報の取扱＞ 
 

○ スマートメーターが満たすべき要件 

 ・機能：遠隔検針、遠隔開閉 

 ・情報（=電力等使用情報）：電力使用量、逆潮流値、 

    時刻情報、粒度（測定間隔）は３０分値 

    （ガスは使用量、時刻情報、粒度は1時間値） 

 ・提供先：需要家及び電力･ガス会社双方 

 ・提供のタイミング：現時点では原則翌日まで 
 

○ 電力等使用情報の取扱について 
 

 ・電力等使用情報は、電力会社から需要家に対して適正に提供

されるべきものであり、需要家による情報利用のために早期

の提供が重要 

 ・メーターから需要家への情報提供ルートは限定しないが、リ

アルタイムでの情報提供についても早期の検討を期待 

 ・プライバシー･セキュリティーの観点から個人情報保護制度

に則った対応が必要 

 

 

＜今後の対応について＞ 
 

官民一体となった取組 

○ 電力･ガス会社 … エネルギー基本計画における目標の達成に向けた取組を明示 

○ 国 … 電力･ガス会社で個別対応が困難なものに対応、必要に応じて適切な政策的 

    支援及び措置を検討 

○ 需要家及びサービス事業者等 …  情報活用用途の検討、アプリケーションや機器の

開発促進 

※ 今後も本検討会において、1年に1回程度でフォローアップを実施 

＜普及に向けた課題＞ 
 

VHANとのインターフェースについて、国及び関係者に

よる検討の継続 

V第三者への効率的な情報提供のあり方について、ニーズ

等も踏まえて検討 

V情報の活用用途の発展、関連サービスの創出等 

V共通化や標準化等によるコストダウンの取組の継続 

V情報通信ネットワークの整備･活用  等 

 
 

Home Area Network  

     HAN   
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2. エネルギー・環境会議における議論 
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２－１．３・１１震災以降のスマートメーター導入に関する議論 
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２－２．来夏の需給の見通しとピーク電力丌足への対応について① 

[7/29 ]
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２－３．来夏の需給の見通しとピーク電力丌足への対応について② 
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２－４．スマートメーター導入の加速化に向けて 
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２－５．我が国の需要家構造とメーター機能の対応状況 

 

 
 

10 



              

        
        
        
        

23 11 1  

２－６．電力各社のスマートメーター導入等に関する取組 
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（参考）エネルギー・環境会議における決定（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○来夏のピーク電力丌足への対応 
  
 来夏の約１割のピーク電力丌足リスクに対しては、計画停電や電気の使用制限
を回避することを目指す。きめ細かな節電や電力供給拡大の努力を平成23年度当
初予算と補正予算（直接的なピーク時電力対策は2353億円、間接的な対策まで
含めると合計5794億円）と規制・制度改革（重点26項目）で後押しし、エネル
ギー構造の転換を図ることで、電力供給の確保について万全の対応をとる。具体
的には、 
 
１）見える化の徹底と市場メカニズムの活用（目標を共有し、スマートメーター

も活用した電力消費の見える化や節電を促す料金メニューの拡充） 
 
２）需要家による省エネ促進（需要構造の改革） 
 
３）多様な主体が参加した供給力増強支援（供給構造の改革） 
 
の３本の柱でエネルギー構造の転換を図り、電力問題を解決する。 

23 11 1  
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１）見える化の徹底と市場メカニズムの活用 
（節電目標の共有・電力消費の見える化・節電を促す料金メニューの拡充）  
 

③スマートメーターの導入促進 
 ・スマートメーターは、電力消費の見える化を実現し、需要家によるピークカットを促す 
  料金契約（例えば、需給調整契約、時間帯別料金契約、ネガワット取引契約など）を 
  可能とするインフラである。今後５年間で、総需要の８割をカバーすることを目標に電 
  力会社が集中整備を行うよう、政府として制度的な枠組みを構築する。 
 

 ・また、スマートメーターの導入加速化に資するため、①スマートメーターとＨＥＭＳと 
の情報連携に必要なインタフェースの標準化、②その前提となる電力各社等から提供さ
れるデータフォーマットの統一について、今年度中に行う。 

 

⑤柔軟な電気料金メニューの創設・拡充 
 ・需給調整契約の普及に加えて、電力会社において、スマートメーターも活用しつつ、需 
  給動向を踏まえて時間帯区分を見直すなど、柔軟な料金メニューの創設・拡充を図る。 
  
 ・スマートメーターの普及に伴い、節電を促す料金メニューの普及を見込む。 
  年々その効果は拡大し、電力需給構造の大きな変革につなげる。 
 

 ・併せて、高圧小口の需要家を対象に、契約電力の引き下げによる節電を促す取組を行う。 

23 11 1  

（参考）エネルギー・環境会議における決定（抜粋） 
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電力会社の需給対策アクションプランと政府としての対応 
 

１．需要対策 
 

（３）スマートメーターの導入促進 
・政府としては、「当面のエネルギー需給安定策～エネルギー構造改革の先行実施～」（平成23年7月

29 日エネルギー・環境会議決定）に基づき、需要家による合理的な節電行動を促す料金メニューの導
入が可能とするインフラとして、今後５年間で、総需要の８割をカバーすることを目標にスマート
メーターの集中整備を行うことを目標としている。 
・「需給対策アクションプラン」においては、各社とも、特別高圧や高圧など、需給対策上の効果がよ
り大きいと考えられる需要家から、順次スマートメーターの導入を進める予定であり、今後５年以内
で、高圧以上のメーターのスマート化がほぼ完了する予定である。 
・また、低圧用を含む需要家全体でみると、積極的なスマートメーターの導入を予定し、総需要の８割
とする政府目標の達成はおおむね可能と考えられる電力会社がある一方で、自社の実証事業の結果を
踏まえる必要があることや、ＨＥＭＳとのインタフェース等の標準化を見極める必要があるといった
理由から、低圧用メーターの導入は「検討中」としている電力会社もあり、これらの事業者において
は、現時点では、５年後の導入見込みは総需要の６～７割程度にとどまると見込まれる。 

 

（４）政府の対応 
・政府としては、スマートメーターの導入加速化に資するため、①スマートメーターとＨＥＭＳとの情
報連携に必要なインタフェースの標準化、②その前提となる電力会社等から提供されるデータフォー
マットの統一について、今年度中に結論を得るよう、検討を加速化する。 
・加えて、電力会社によるスマートメーターの導入加速化を制度的に担保するための仕組みを速やかに
構築する。 

23 11 1  

（参考）エネルギー・環境会議における決定（抜粋） 
14 



              

        
        
        
          23 11 1  

 

 
 

  
   HEMS 

 
 

 
 

  
   

 

２－７．スマートメーターの導入加速化に向けた取組 

○「エネルギー・環境会議」において示された「今後５年で総需要の８割」の目標達成に向けて、「政府
のエネルギー規制・制度改革アクションプラン」において、スマートメーターの導入加速化のための方
策として、インタフェースの標準化や制度的な枠組みの構築、検定手数料の引き下げが示されている。 
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２－８．インタフェースの標準化（スマートハウス標準化検討会における議論） 
16 



              

        
        
        
        

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２－９．制度的枠組みの構築（省エネ法の一部改正について） 
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２－１０．スマートメーターの検定手数料の引き下げについて 

 

 

区分 検定手数料 

定格電流３０A以下（単相３線式） 
※現在の一般的な機械式メーター 

３６０円 

定格電流１００A以下（単相３線式） 
※今後導入が進められるスマートメーター 

６７０円 

現行手数料 
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3. 電気料金制度・運用の見直しに係る有識者会議 における議論 
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３－１．スマートメーターの導入加速化に向けた取組 

「電気料金制度・運用の見直しに係る有識者会議 報告書（案）」 （抜粋） 
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３－２．スマートメーターの調達について 

http://www.tepco.co.jp/corporateinfo/procure/rfc/index- j.html 
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 TOU Time of Use  

 TOU CPP Critical Peak Pricing  

  TOU CPP PDP: Peak Day Pricing 
 

 

 

３－３．柔軟な料金メニューの活用によるピークカット・ピークシフトについて 
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３－４．スマートメーター実証事業の結果概要（H23年度） 
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（参考）国内外のデマンドレスポンス実証結果について 

  /kWh    

California SPP (2003- 2004) 
2500  

$0.22/0.09 (TOU), 
$0.59/ 0.22/0.09 (CPP), 

$0.65/ 0.22/0.10 (CPP with tech.) 
- 4.5 - 27.2% - 0.086 - 0.090 

PSE&G Mypower Pricing 
(2006- 2007) 

1400  
$0.87/0.37 (TOU), 

$1.46/ 0.24/0.037 (CPP) 
- 3 - 47% - 0.063 - 0.137 

BGE Smart Energy Pricing 
Pilot (2008) 

1375  
$1.30/ 0.14/0.09 (CPP or with 

tech.), $- 0.15 (PTR) 
- 20.1 - 32.9% - 0.096 - 0.180 

PowerCents DC (2008- 2009) 1245  
$0.75/0.11 etc. (CPP or with tech.) 

$- 0.75 etc. (PTR or with tech.) 
$0.37 0.01 (RTP or with tech.) 

- 2 - 34% -  

A National Assessment of 
Demand Response Potential 
(2009, FERC) 

 (TOU, CPP or with tech. etc.) - 7 - 34% - 0.043 - 0.352 

 (TOU, CPP or with tech. etc.) - 1 - 15% - 0.050 - 0.089 

2010- 2011  
900  

44/19.1 (TOU), 
66/16.2 (CPP or with tech.) 

- 3.3 - 17.4% - 0.057 - 0.083  

 
TOU  CPP  RTP  PTR  with tech. DR  
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kW   
    kW 22 300 kW  
     kW 22 480 kW  
 

 
  
 

 

３－５．需給調整契約拡大の取組状況 
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 （参考）需要抑制に資する取組み（需給調整メニュー：関西電力の例） 

   H22  H23  

 

 
 

 
 

 

26 38 kW 

 

24 37 kW 

 

 
 

 

---  
 

4 0.6 kW 

 

---  
 

8 0.9 kW 

 

 
 

 
 

240 10 kW  

  

1,700 100 kW  

 
 

 

---  
 

2,000 84 k  
 

  

 
 

 

---  
 

61,000 53 kW  

 

---  
 

66,000 28 kW  
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